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荷　風　の　初　期　作　品
－その自然描写と小説作法－
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永井荷風がその小説作法において，叙景，自然描写を
一つの重要な軸にしていることは，既に指摘されている
が，荷風自身もその『小説作法』で，
小説作法の中人物描写に次ぎて苦心すべきは叙景な
り。
といっており，『浬東綺雷』の中でも
あたくしは蜃人物の性格よりも背景の描写に重きを
置き過るやうな誤に陥ったこともある。
と作中人物に言わしめていることからも明らかであろ
う。
それではその叙景は，小説構成上どのような役割を果
しているのか。以下荷風のことばを少し引用してみよう。
小説中の叙景は常に人物と密接の関係を保たしむべ
し。（『小説作法』）
叙景も外面の形より写さず内面より描く方法をとる
べし。ハイカラに言へは絵画的ならんよりも音楽的
たるべし。この処即南画の筆法と見てよし。写生に
出でて写生を離るべし。（同前）
「事件と密接の関係を保た」せるとはどういうことか。
背景としての描写に，その人物の心理とか置かれた状況
とかを投影する，あるいは，心理，状況に適合した叙景
を行なうということではなかろうか。「内面より描く方
法をとるべし」とあるから，単なる客観描写ではなく，
主観のこもった，いわゆる感情移入された描写というこ
とができるであろう。荷風は小説『冷笑』の車で，小説
家青野紅雨に次のようにいわしめている。
晋の人は自然をば唯だ智の方面からのみ冷静に仰い
で見てゐたが，吾々にとって感謝すべきはロマソチ
ズムの詩人連であった。彼等は自己の感激を其処に
託して初めて自然を莫しいとも悲しいとも見るやう
になった。人間と自然との間を近寄してくれた。夫
が更に激しくなって，我等は最早我等の感激を自然
から誘起されるのではなくて，却て反対に吾等は個
性の感激をば沈然して居る自然に浴びせかけ，自然
を呼び質して，何等か自己の求むる声を其れから聞
き取らずば止むまいとするに至った。
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そして，「然う云ふ傾向は私の稚い文学生活の上にも認
められて居ったと云ふ事が出来る。」（傍点筆者）とある。
これは，自己の感情に適合した自然を積極的に追い求め
るという態度であり，積極的な自然への感情移入でもあ
る。平井墓一氏の，「都会人にとって小説に於ける環境
風物の精密な描写は，単に小説作法上の一つの手法とか
息抜きとか云ふものではなくして，もっと深い根差しを
もった，謂はば一つの深い趣味性の発現に外ならない。
（1）
その最も顕著な例を私は荷風先生に見出す。」ということ
ばも参照してよいであろう。
小説における自然描写は，いずれの作家，何人の作品
においても，そこになんらの背景的意味も持たない，と
いうことはありえないであろう。むだな描写などという
ものはありえない。それにしても，前述のような荷風の
態度からほ，青田精一氏の「荷風の作品（筆者注一習作
時代の作品）は，叙景叙事のような背景の叙述に筆を費
（2）
やすことが多かった。」という指摘にみられるごとき，単
なる自然括写の数の多さとか，季節，日晩　天候等によ
る場面説明とかいったものにとどまらない，もっと重要
な役割の与えられていることが考えられるのではあるま
いか0もう少し荷風のことばを引いてみよう。
わたくしは「今戸心中」が其時節を年の暮－こ取り，
「たけくらべ」が残暑の秋を時節にして，各その創
作に特別の風趣を添へてゐるのと同じく，「注文帳」
の作者が簾中その事件を述ぶるに当って雪の夜を択
んだことを最も巧妙なる手段だと思ってゐる。（『冬
の蛇－里の今昔』）
天候の急変は屡々思ひもかけぬ恋のなかだちとなる。
（『雑草園－園の窓』）
この変り易い空模様思ひがけない雨なるものは昔の
小説に出て来る才子佳人が割なき実を結ぶよすがと
なり，（『日和下駄』）
狂言稗史の作者しばしば男女奇縁を結ぶの仲立に夕
立を降らしむ。（『断腸革雑桑－夕立』）
『選東綺評』の中にも同趣旨のことばがみられる。この
作品では，夕立を仲立ちに奇縁を結ぶ手法が，常套の筆
法だと笑われるのを承知しながらも，「全く伝統的に，
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お誹通りであったのを，わたくしは却って面白く恩ひ，
実はそれが春いて見たいために，この一席に筆を執り初
めたわけである。」と開き直っている。荷風がいかに自然
の背景を，その小説作法上重視していたかをうかがうこ
とができるのである。以下本稿では，作品の構成，事件
の展開，作中人物の感情，心境といったようなものと，
自然描写とのかかわりあいの具体的な姿を，ひとまず初
期作品についてみてみたい。
なお，ここで対象とした初期作品とは，岩波版全集第
1巻2巻所収の作品群をさすことにする。すなわち，
『お呼ろ夜』（明治33年）より『すみだ川』（明治36年）
までの28簾である。それは外遊前に轟かれた作品という
ことになる。成液正勝氏は「明治期の荷風文学は，二つ
の時期に分つことを至当とする。その一つは洋行以前で
あり，他の一つは帰朝以後である。前者では放逸不顔
の，いはゆる『恐るべき子供』として出発し，広浄柳娘
の影響を経て，エミール・ゾラに接し，それぞれの模倣
（3）
作品を発表した時期である。」といわれ，青田氏も『永井
荷風』の中で「習作時代」と「ゾライズム」の項を分け
て，外遊前に区切りを置いている。そして，外遊が荷風
文学にもたらしたものとして，「第三には季節の印象力，
感覚力の啓発をあげねばならない。自然を見，かつ感じ
る力は荷風本来のものであったとしても，長い間の故国
を外にした生活により，日本と西洋との風土，季節の相
違が今更のように痛感された。今まで見ていて見えなか
ったものを改めて見，かつ感じうるようになったのであ
る。（中略）外遊前と外遊後の彼の芸術のもっともいち
じるしい相違の一つはここにある。」と，自然の感じ方の
相違がこの期を境にして生じていると述べられる。今の
わたくしにはそこまで展望する用意はないが，今後の検
討へのステップの意味をもふくめて，対象を初期作品に
限定することとする。
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荷風の作品において，自然描写がどのような役割を果
しているかを考えるに際し，まず各作品の冒頭と結尾に
あらわれる描写についてみてみたい。
（4）
28篇中，冒頭に自然描写を有するものは15席，結尾に
有するものは17席におよび，首尾にそろって持つものは
10席である。結尾のものについてはやや問題があり，単
純に作品の末尾だけを考えることはできない。なぜなら
ば，かなり特色のある終り方をしている作品があるから
である。それは，主要部分の後ろにつけられた後日談的
なもの，または要約的な結末を持つものが，10席にもお
よぶということである。例えば『薄衣』は，ヒロイソお
袖の死によって主たる部分は終るわけであるが，それに
64
次いで，お袖の妹についての次のような後日談がつけ加
えられている。
其後お小夜は其健此の妾宅に住って居たのである
が，色々近所の評判の姦しい為に，間も無く芝の方
へ移転する事になった。
其年も暮れて明る年も花の咲く既な春の頃である。
鷹しからぬ丸野姿に変って，両も円々とした乳飲児
を乳母に抱かせて，母の佗住居に腕革を寄せたのを
見た。共は旦那の本宅へ後妻に迎へらる可き慶事を
蘭して来たのであると云ふ。
先にあげた，結尾に自然描写を持つとされる作品数の
17席とは，このような後日談の前，すなわち主要部分
の結尾に自然描写のあるもの7篇をも数えたものであ
る。
次にその描写の持つ意味について考えてみよう。『お
ぼろ夜』の冒頭は次のように始まっている。
春ながら朝は未だ肌寒い十時頃である。糸の様なる
春雨の一時止まうとして，又粛素と降縮めた新道か
ら，‥・
この描写はどのような意味を持っているのか。これに続
いては人物描写があり，そしてその女主人公に，次のよ
うにいわせている。
「花ちゃん，本銃に能く降るぢゃ無いかねえ。人の
気も知らないで……。」と，引詰鴫脚は投出した様な
語調で，潰者を見返った。
「肌寒さ」と，春雨の「粛素と降籠め」るという背景
が，「投出した様な語調」で話しかける女の心のいらだ
ちと，憂鬱な気分とに結びついているのである。もう一
例あげよう。
陰気に登った冬の朝である。
これは『夢の女』の冒頭であるが，これに続いて旦那の
死の報知がもたらされるのである。「陰気に」という主
情的な表現が，作者の意図をはっきりしめしている。
次は結尾の例である。
折から，物凄く響出した夜半の鐘の音に添うて，雨
は一段に強く，板頻の外には桜が隈も無く神の雪を
散らして居るばかり，両人の姿は早くも見え無くな
って了った。
『花ちる夜』の結末で，叔父夫婦と妹を殺してきた男が，
恋人と心中しようとする場面である。折から響き出した
鐘の音の「物凄」さ，一段と強くなった「雨」，そして
桜が其白に散っている様子等が，その悲劇の管長をしっ
らえている。ちなみに，花の散る描写がどのような場面
に設定されているかをみてみよう。28簾中，10滴にみら
れるのであるが，椿，桃各2席，梨1簾で他は桜であ
る。場面的にみると，会話中にあらわれる『かたわれ月』
長野県短期大学紀要
を例外として，他はすべて，死とか，悲劇的な暗い場面
に使われている。
梨の花は尚止まず牌の雪を散しっ。今や又二人が上
にも降魔がんとせり。
これは『旭鬼』の結尾で，阿片中寿で落ちぶれ果てた夫
と，その妻との死体の上にふりかかる花である。『山谷
菅垣』では，赤い椿白い棒の散るのが，相思の男女の死
の象徴として用いられている。『四畳半』では桜が，
最早や過行く春の夜，窓に近く八重桜の散る音が，
何とも云へぬ寂しさを添へて居る折から，（下略）
夜は追々更ける。窓外には落花の声がさわさわと，
恰も無情を誘ふかのやう。（傍点筆者）
と使われやがてお嬢様とその侍女が，その落花を踏ん
で滝壷に身を投げるのである。このような，死に関連す
るものが5第，その他死の場面でなくとも，『おぼろ夜』
の結末，
板境に咲乱れた八重桜が，今方吹添った冷い風に，
楓と老婆さんが奴だらけの額の上に散掛った。
のどとく，娘から冷く突き放された老婆の，さびしい心
境をあらわす場面に使われており，いずれも陰鬱な気分
をかもし出す効果をもっている。
『地獄の花』は次のように終る。
丁度，夕暮時，限りなき健康を蘭し来る清涼水の如
き九月の風に，馬は肥えて高くいなゝいた。昂然と
して串の扉に立つ園子が頭上には，水晶の様な空よ
りして，美々しく又愛らしく輝き初めた望みの星．／
ヒロイソ園子が絶望から立ち直って，新たな決意をもっ
て生きていこうとする門出の場面である。「馬は肥えて」
は蛇足に過ぎるが，「限りなき健康を暫し来る」「望みの
星」という表現には，はっきり作者の意図があらわれて
いる。むしろ露出が過ぎようか。
このような，物語の展開や作中人物の心境等に深くか
かわりのある描写を持つ作品が，冒頭で10篇，結尾で15篇
にのぼっている。このことは，作品構成上の大きな特色
といえよう。もちろんほとんど意味を持たず，単なる場
面説明に過ぎないものもある。『燈火の巷』の冒頭，『い
ちごの乗』の結尾（この作品の終りの2文は，後日談的
なものとみる。）はそれである。
このような分析は，冒頭結尾に限らず，すべての自然
描写について，それがどのような場面に使われているか
を調査すると，より明確になるわけであるが，ここでは
一応これまでにとどめる。いずれにしても，荷風が自然
描写に相当意を注いでいたことは明らかである。自然括
写が，「単に小説作法上の一つの手法とか息抜きとか云
ふものではな」い，といわれた平井氏の指摘は是認でき
よう。
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次に自然描写のあり方をもう少しこまかに，具体的に
検討してみたい。荷風最初の新聞連載小説である『新梅
ごよみ』は，中絶した状態で終っており，完結した作品
ではない。巻末には「荷風記」として次のようなことわ
り書きがみられ，その後の構想が知られる。
薄命の妓病を得て死し，蘭燈影暗き紅屏の中共情人
を刺して自ら亦刃に伏すの美人あり，多恨の才子美
人の亡骸を送って箕輪の無縁寺に重り，深夜月黒く
雨来る時，其亡き母の塔婆を抱いて遂に自殺するに
至る迄，此編猶未だ完結に及ぼざるも（略）
ここで注意したいのは，荷風がそのプラソを説明するに
当って，単に物語の推移を述べるだけでなく，その背景と
なる場面をも書き添えていることである。自殺の背景と
しゼ「蘭燈影暗き」とか，「深夜月黒く雨来る時」のよ
うに。荷風にとっては，小説の構想を立てることはその
まま，自然描写を中心とする背景をどのように設定する
かにつながるものではなかったかと思われる。いやむし
ろ，前述の『選東経評』のことばを借りれば，そのよう
な背景を措きたいがために，小説の栴想が立てられたこ
とになる。以下気象を中心に考察を進めたい。
〔雲〕　零の（螢りも含めて）描写には，3様みられ
る。すなわち「陰気に」「怪しい」「怪奇な」といった，
主情的な形容をともなったもの，「どんより」「深い」等
の，前のに近いがいくらか客観性を帯びたもの，そして
「黒い」「灰色」といった客観的な色彩の形容をともなっ
たものの3種である。しかし，その用法には格別の差異
は認められず，むしろその表現の強弱，色彩の漉度によ
る使い分けが考えられる。例えは黒と，薄黒い，薄墨
色，灰色との間にみられる違いである。
半輪の月を，一塊の大きな黒雲が矢の如くに走過ぎ
て居るのを見た。⑳『野心』
（以下引用の作品名は注（5）に示した作品番号によるこ
ととする。）
天は猶一面に薄黒い雲に蔽ほれて，①．
午前の空は灰色に．畳って居たけれど，⑭
⑳の「黒雲」は，主家を追われた奉公人が絶望の渕に陥
ちこみ，続いて夜警の念にかられる場面であり，配する
に「半輪の月」をもってきて，悲痛な心境を強調してい
る。①ほ女主人公の憂鬱な気銑　㊧ほ家族と別れて一人
東京に帰る女の，さびしい気持をあらわしているものと
考えられる。
⊥方，主情的な形容をともなうものでは，作者の意図は
一層明確になる。先にも引用したが，「陰気に蟄った」
㊨ほ死の報知がもたらされる前ぶれであり，「怪しい雲」
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㊨には野心家の赤新聞社長の黒い欲望と貧民一家の悲惨
な運命が投影され，「怪奇なる雲の動き」㊥はやがて暴
風雨となって落花狼籍の場面につらなることになる。
いずれにしても，雲や重りの空が背景となると，そこに
は明るい状況，楽しい場面の設定されることがないのは
確かである。なお，関連して「闇」も同様である。「操
車った闇の夜」⑪は夫婦の心中を暗示しており，「この
間の底には，平和と希望の声は全く其の痕を断ったので
ある」・㊧という表現が生まれる。
見よ，此の物凄き夜の闇．／
闇は何の必要があって，斯く世間へ下りて来るので
有らう。此の闇と云ふものが存在する限りには何時
の時，如何なる場合にも，決して見る事知る事の出
来ない秘密が残されて居ねばならない。㊨
ここでは，闇と秘密－表面は意に染まぬ夫に仕え，裏
面では事実上の夫としての情人を挿とうとする女学生の
決心－との結びつきが，作者のことばで説明されてい
る。
〔風〕　風の描写も3様に分類される。主情的な形容
をともなうもの，温度感によって書き分けられているも
の，強弱によって轟き分けられているものの3億であ
る。
作者の意図の明瞭なのは，主情的な形容をともなうも
のであることはもちろんである。「狂猛な風」㊥は〔雲〕
で引用したと同場面で，ヒロイソ忙襲いかかる魔の手を
意味し，「淋然たる風声」⑳は野心家の前途を暗示し，
「粛々たる枯葉の戦ぐ音」㊨は，涙にくれる貧しい一家
をとりまく風の音である。一方，「爽快な夜風」㊨，「好
い風」⑯は逢引きの場に使われ，「心地好い夜の風」㊥
ほ一家国典をもたらす風である。
最う充分に清涼な秋の気を帯びた黄昏の風が，藍色
の大空から，楓と吹き下りて，雪より白い喪服の袖
を都へした。園子はこの不思議な風を一と浴びし
て，思はずほっと大きい呼吸をすると蘇った様に，
身体の中に極めて健康な力を感ずる事が出来るので
ある。㊥
これは，新しい決意のもとに門出をしようとする，ヒロ
イソをかりたてる風である。
温度肛よるものは，寒い，冷い，涼しいの3種に分け
られ，強弱と同様，感覚的なものではあるが，かなり感
情移入が行なわれているのではないかと思われる。寒
い，冷いでは，
（冷い風が）そよそよと演の上に流れて来る心持。
，家に閉籠って屠る時よりか，突然意外な心の晴れや
一かさを覚える事が出来たのである。㊨（傍点筆者）
の例を除いては，暗い心境，場面の背景として使われて
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いる。投げやりな，暗い心境①，絶望と復讐の決意㊨（以
上「寒い」），あきらめの心境①，水揚げされた翌朝㊥，子
どもとの別離の朝㊨（以上「冷い」）等のごとくである。
「涼しい風」は，例外なく明るい場面にあらわれる。
涼しい風に乗って「云はれぬ花の旬が，何処ともなしに
漂って釆」ると，そこには素朴な老爺と孫娘との平和な
世界があらわれ＠，涼しい風の吹く日は「寧そ心地好い
日」である㊥。そして涼しい風と草花の心地好い香気に
包まれているのは，淡い恋心にはずむ若い継母と青年と
いうことになる㊥。
次に強弱であるが，微風，かなり強い風，激しい風，
夜嵐，裂風（暴風，疾風）というように使われている
が，やはり風の強まるにつれて深刻な様相を帯びてく
る。「夜嵐」は臨終の場面①，「激しい風」は芸者が折渡
される場面⑱，「暴風」となると落花浪棒の場になるわ
けである㊥。「微風」の方は，逢引き⑳，母娘のうれし
い散歩＠，といった場面に使われ，あるいは「爽かな」
微風と形容される㊥。ただ，㊨では，
美しい藍色の空から降る明い初夏の日光と，得なら
ぬ香を含む徽夙－幾枝は一年中で最も嬉しい時節
と云って居たけれど，今は日に増す心の関の為め
に，毎夜安けく眠る事さへ出来なくなった。
と，めずらしく，屈折した心理と結びついている。
その他，単に「風」とだけある場合，「海風」「野風」
あるいは「雨と風多き」とある場合にも，何か波乱の予
想される場面が多い。なお，「丁度周島風の様な意外な凶
報」㊨のような比喩もみられる。
〔雨〕　雨には季節によるものと，強弱をあらわすも
のとがみられる（蓉了乱五月雨，梅雨，夕立，秋雨，時雨，
冬の雨のようなものと，強い雨，激しい雨，暴風雨，村
雨のようなもの）。いずれにしても，次のような暗い感情
をあらわす形容をともなうものが多いことからもわかる
ように，陰気で悲劇的な様相をもっている。「陰気な五
月雨」－病死㊥，「陰気な入梅」－病勢つのる①，
「粛々たる秋雨」－自殺㊨，「淋しき時雨」－妻と
の別居④，通夜㊧，「陰気な時雨」－暗い結婚⑳，「粛粂
な雨の声」（時雨）－且郷の死＠，「冷い氷の如き雨」
（冬）一一絶望と復讐の決意㊨。
強弱の場合にも同様のことがいえるが，ただ，「時な
らぬ時雨」㊥だけが，恋しい男との逢瀬を作ってくれた
うれしい雨であり，例外であった。また⑩では，春雨の
雨音が漸く乾くなる中で，≡二郎とお千代の交情があ
り，その座敷には「婿等醸雨」と薔かれた衝が掛かって
いるとあって，雨が男女の仲立ちをしている。しかしこ
の場合にも，男にとっては意に染まぬ相手との心ならず
もの契りであり，翌朝はきっそく後悔するのである。
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雪と霞はともに㊨の結尾に出てくるが，父の死と女主
人公の絶望的で，うつろな心をあらわすものとなってい
る。
次は少々趣を異にするが，月と星について考えたい0
〔月〕、月には主情的な形容をともなうもの（「冷い水
のやうな光」「冷かな月光」等）．美しきの形容をともな
うもの（「玉の様な月の光」「鏡の如き月」等），月齢また
は形状をあらわすもの（「三日月」「半輪の月」等）の3
雀がみられる。
まず主情的なものでは，「水のやうな月光」－女に
ふられた男⑳，「鋭い光と，厳しい寒さを落す大きい月」
－野心家の冷酷な限㊧，「冷かな月光」－貧民窟を照
らす月㊧，「蒼白い憂鬱な月光」－少女の煩悶㊨のよう
に，作者の意図がはっきりしている。⑳のノ放火によっ
て，デパートを開店するという野心が砕かれた結末には，
「冷い水の様な光」を落す月があらわれ，それとは対照
的に，その直前の友人との静穏な語らいの場面では，同
じ月が「玉の様な月の光」「水色に澄渡った月の光」を
股げかける，と描写されている。
「好い月」という表現は，単純に美しきをあらわした
ものか，感情移入が行なわれたものか問題であるが，い
ずれも恋の背景となっている。⑯㊥
月臨形状においては，「半輪の月」「下弦の月」「鎌
形の月」というような形状をあらわす，ものが，いずれも
維望㊨，死⑯，心中執野心家とその凄惨な運命㊥とい
ったように，深刻な場面の背景となっていることは，そ
の銃い，あるいは円満を欠く形に由来しているのであろ
うか。
その他，当然のことながら，一般に春，夏の月はしっ
とりとした情緒，秋，冬の月は哀愁，凄絶の情をかもし
出す効果を受け持っている。
〔星〕　注意されるのは，「光蒋し」「星光淡し」のよ
うなきらめきのない星と，「美しい星」といった輝く星
の使い分けである。前者では「光鈍し」－老婆のあき
らめの心境と寂蓼感①，「光薄し」－病人の哀れな運命
・＠（この場合は「気の所為か擁爛たる星斗も常よりほ光
薄く」とあって，気の所為か，常よりは，というようにそ
の意図があらわれている。），「星光は余りに淡く」－心
中㊥，「白い星」－死⑯といったように，哀愁，悲痛の
僧をあらわしている。「淡き夕の星光」㊨は，「憂鬱なる
蒼白い空から焼き初めると」と続いており，その意図は
明らかである。後者の「輝く星」は，先にも引いたが「美
々しく又愛らしく輝き初めた望みの星．／」⑳で代表さ
れ　銀河（天の河）とともに，恋の背景となっている場
合がほとんどで，前者とはおよそ対照的である。
「銭い星の光」となると，冷酷な赤新聞社の描写㊨に
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つらなり，⑳では「釦い鎌形の月」とともに用いられ，
荒野のような凄壮な風景と，それをみつめている野心家
夫妻が登場する。両例とも冬の星であり，他にも2月初
めの寒空にある「降掛るかとも思ふ星の光」①は，寄席
帰りの芸人たちの寒々とした会話の背景となっている。
4
次に気温をあらわす用語について考えてみたい。ただ
し，冷い汗，涼しい鈴の音，男の手の暖みのようなもの
は対象としなかった。
圧倒的に多いのは「寒い」という表現であり，それに
続いては「冷い」「涼しい」がほぼ同回数みられる。それ
に比して「硬い」「暑い」の例はわずかしかない。60％
以上が「寒い」と「冷い」で占められているが，このこ
とは本稿で対象とした作品群の性格を，もの語っている
ものと考えられるので，のちに触れてみたい。
「寒い」と「冷い」とではその用法に特に違いはみら
れず，単なる季節による使い分けであろう。すなわち
‘「寒い」が冬を代表し，「冷い」は主として春と秋に用
いられる。そして，次にあげるわずかな例外を除いてほ
大部分が悲劇的な場面にあらわれるものであることに注
意したい。
「何だか，変に薄ら寒いぢゃ無いか。此方へお這入
・りな。」－（男女さし向いのきっかけとなる。）㊥
「冷くって，気が清々するんだよ。」⑯
柳か冷き静かな林の中を行く時，光太郎は初めて自
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ
と胸格が開いて呼吸が自由に成って来る様†己覚える
ので，⑳
其の含んで居る冷気と湿気とは，恐く口に云へぬ愉
快を覚えさせるであらう。㊨（傍点筆者）
この外に「冷い風」として，〔風〕の項で引いた㊧の場
合があり，例外はこれだけである。
此の憂鬱な寒さの為めか，縫子は久しく滞りなカチっ
た呼吸器の病が再発して，二週間ほど前から，どっ
と床に就いて居た。⑳
ここでは「憂鬱な」という主観的な形容が添えられてお
り，縫子に続いてその夫も同じ病に倒れてしまう。
高い空を走る幽けき風の音は，恰も深夜の様な寒気
と寂箕とを部屋の中へ斎して来た。㊨
お浪は堪え難い寒さと，寂しさと，今にも途絶えは
せぬかと思はれる父の寝息，そして気味悪い嘩明い
煙火の中に，何時か二時と覚しい深夜の鐘を聞たの
である。㊨
其夜一夜，死ぬより可厭な思ひして，泣顔に暁の夙
つめたく，（む
冷い夕碁が，続いて何時もの様に一段の心細さを添
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へて来た。㊧
以上は「寂塞」「寂しさ」「泣顔」「心細さ」と一緒に用
いられて一　その用法の典型となっている。その他の場合
も，死，病，悲しみ，孤独，煩悶等の暗い状態，心境を
あらわす場面にみられるのである。
次に「暑い」であるが，これも大部分が悪い場面で使
まっれる。
滅切者を増した，①－病勢つのる。
室中を蒸暑くする，㊨－貧しい母娘のみじめな語
らい。
恰も焼けるやうな暑さ，㊥－赤新聞の誹露と攻撃
にさらされる老人の心境。
眼も眩む程な午後の炎暑，㊥－同前
この厳しい暑さの為鋸こ，街は全く荒廃して了った
如く，㊥－死の決意。
この望みの無い八月も到頭非常な暑さを以て進んで
来た。⑳－絶望的心境。
『地獄の花』の例が多くなったが，この作品は，この「暑
さ」と暴風雨が，そのクライマックスを形成しているわ
けである。
以上の寒，冷，者に対応するのが「涼しい」と「暖い」
である。まず「暖い」の方であるが，すべてがこころよ
い場面で使われる。
今滑らかな日光は午に近く障子一面に照り輝いて，
部屋中の空気を心地好く暖めて居る。⑲
温い，透明な朝の光線は，何時も織細い人塀に向って，
ヽ
ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　マ■マ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ
尽きざる健康と力を進めやうと勧めるらしく，⑳
一同の喜び笑ふ声に満されて，長火鉢の一重は暖室
の様に蒸されて居たのである。㊨
暖かな長閑き日光に，⑳（傍点筆者）
以上の傍点を施した部分に，その気分がよくあらわれて
いる。
「涼しい」は風の場合がほぼ半数を占めており，〔風〕
の項での考察がそのままあてはまる。ただ，
只最う寂然と，涼しい松影橋の橋板の上には，⑯
－老父の愚痴話が続く。
此年も涼しい初秋を迎へる様になった時，お娘の心
は再び恐しき混乱を極めねは成らなくなった。㊨
－執拗な客に悩む娼婦。
の2例が異色である。
以上，気温のあらわれ方を概観したわけであるが，寒
暖の感覚というものは，その時々の気分心境によって左
右されるものであるから，このような結果が出ることは
当然予想されよう。むしろここでは，その使用頻度に注
意すべきであろうか。
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ここまでで，自然描写，ここでは気象状態の措軍が，い
かに作中人物の心境，境遇や物語の展開に関連するとこ
ろが大きいか，そして荷風という作家の感情移入のあり
方について，みてきたわけである。青田氏が「結婚の夜の
大嵐と，新任知事として赴任する前夜の大嵐とは，いず
れも多難にしてよろこびのない彼等の生活の始まりと終
。を暗示するものの如くであ去三jと『新任知事』につい
て述べておられると同様のことが，そのまま荷風作品に・
おける白紙描写の果す役割となっているのである。
終りに，対象としてきた初期作品の特質について触れ
てみたい。青田氏は，広辞柳娘の影響下にある習作時代
と，ゾラを知って以後のゾライズムの時代とを，『野心且
を境として区カ・されたが，ここでは一応そのことは問わ
ないこととする。
28作品みうち，まったく悲劇色を持たないのは3席に一
過ぎない。『育簾』は滑元師匠の家の稽古風景で，軽口
に終始しており，『桜の水』も狂言風のたわいのない静
である。『いちごの莫』は小品であり，話らしい話はな
いが，淡い素朴な情緒が美しい。
『商家』は，妹が本妻に納まるところで終るが，これは
後日談であり，主たる部分は姉の病死で終る。『新梅ご
よみ』は終末部でわずかに明るさが見え初めるけれど，
既述のごとく未完であり，後事きによって悲惨な結末を
予定していたことがわかる。『地歌の花』の結末は，ヒ
ロイソの新しい人生の門出ということであるが，悲惨な
過程をふまえてのものであって，その前途も厳しいもの′
である。『燈火の巷』の苦い継母と青年の心のときめき
も，その前途に待ちかまえるものは悲劇でしかあり得な
いであろう。『庭の夜露』の世界は必ずしも暗いものと
はいえないが，結ばれなかった男への淡い恋の感傷が主
題であり，暗いものと分頬してもよかろう。なおこの作
品は，作品番号で最後においたが，初出は習作時代に展
するものであることは，岩波版全集第2巻の後記に明ら
かである。
さてこのような暗い様相を持つ作品群は，そのストー
リーが悲劇的だというだけでなく，用語の面からもその・
暗さが証明される。先に気温の項で触れた寒，冷，署の
頻度の高さもその一つであり，雲，雨についても同様で
ある。そこで，ここでは更に範囲を広げて，心情や情
緒，雰囲気をあらわすことばについて，自然描写中や，
その前後に使用されている単語によって考えてみよう。
これによって，自然描写が用いられる場面を知る目安と
もなし得よう。ただし充分なものではないし，対象語彙の
選択には厳密な尺度を棄するので，頻度数といったよう
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な，数値をあげることはさしひかえる。
まず圧倒的に多いのは「寂と（寂然，寂たる，閑静，
ひっそり，寂々）」「淋（寂）しい（衣裳）」および「悲しい」
である。次にかなり頻度が落ちて「貰鬱」と「物凄い（爵
じい）」があり，明るいものとしては，「心地好い」がこ
のクラスにはいる。5例以上みられるものとしては，「陰
気（陰鬱）」「溜息」「静か（静鼠静寂）」「怖しい（恐怖）」
「悶え（煩悶，苦悶）」「怪しい」「暗澹」があり，明る
い気分をあらわす単語はこのクラスでも少なく，わずか
に「嬉しい」「愉快（楽しい）」ぐらいのものである。な
お，「暗澹」「怪しい」「蛮寮餌「襲壮（愴）」「凄惨」「荒
蓼（涼）」「絶望」等の深刻な，調子の強いことばは，ゾラ
イズム以後，すなわち『野心』以後の作品にしか現われ
ず，「自由」「平和」「神秘」「憂鬱」なども，荷風として
は新しい語糞のようであるが，一応の指摘にとどめる。
以上の調査は，前述のように自然描写中，またはその前
後の語に限られたものであり，また『分類語彙表』のよう
なものによる，厳密な分頬がなされたものではないので
あるが，自然描写が，作品の要所要所におかれていると
考える筆者の立場からすれば，この程度の粗雑な分析で
も，充分初期作品の特質と関連させることができ得よう
と考える。
自然描写ということばを多用しながらも，気象につい
ての考察に終始してしまった。そしてその気象にして
も，当然，季節や時間的なものとの関連をも考慮にいれ
るべきであろうが，今は省略する。
ここまでの考察でもわかるように荷風作品の，自然描
写と物語の展開との関係，およびその感情移入の態度は，
かなり常識的なものであり，その意味では，彼の個性が
きわだってこの作法にあらわれているとはいえない。し
かし，自然描写に意を注いだこの荷風の創作態度が，ひ
いてはその詩情豊かな作風を生み出したのであろうと考
える時，このような分析は更に進められ，荷風文学に占
控〉る自然描写の意義が，一層明確にされなければならな
いと考えるのである。
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終りに『文章の調子と色』から引用しておこう。
自然の有する色と云ふものは，その人の心の持ち方
一つで様々に変るものである。
例へは月と云ふものは何時も変らぬ同じ月である。
月の有するところの色には決して変りはないけれど
も，之れを見る人の心々に依って，或る人は月を美
しい楽しみとして見，又或る人は悲しみの友として
見る。即ち見る人々の心に依って，一つ月でも何う
にでも見られるのである。
文章は単に観たところ感じたところを巧みに言ひ現
はすと云ふばかりでなく，どうしても人間の修養と
云ふことになって来る。即ち，文章は巻くばかりで
はないと。如何に自然や人事を観，如何に感ずるか，
それを如何に適切に云ひ現はしてあるかと云ふこと
にまで立ち到らなければ，本当ではないのである。
（荷風の作品よりの引用は，『文章の調子と色』が中央公論
社版荷風全集によった以外は，岩波版荷風全集によった。）
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⑪闇の夜　㊥花ちる夜　⑩四畳半　⑭脊髄　⑭小夜千鳥
⑯山谷管垣　㊥桜の水　⑯新梅ごよみ　⑩いちごの爽　⑳
野心　㊨蘭の叫び　㊥地獄の花　⑳新任知事　㊧夢の女
⑳夜の心　㊥燈火の巷　㊨すみだ川　㊧庭の夜霧
（6）琵（2）に同じ。
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